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お　

わ　

り　

に

は　

じ　

め　

に

白
神
山
地
は
、
青
森
県
南
西
部
と
秋
田
県
北
西
部
の
県
境
に
ま
た
が
る
、
す
な
わ
ち

近
世
に
お
い
て
は
弘
前
藩
領
と
秋
田
藩
領
に
ま
た
が
る
、
標
高
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か

ら
一
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
余
り
に
及
ぶ
山
岳
地
帯
の
総
称
で
あ
る
。
東
か
ら
冷
水
岳
、
小

岳
、
雁
森
岳
、
二
ツ
森
、
真
瀬
岳
な
ど
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
内
外
の
山
岳
が
林
立
し
、

最
高
峰
、
向
白
神
岳（
一
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
）は
、
白
神
岳（
一
二
三
五
メ
ー
ト
ル
）と
と
も
に

こ
の
山
地
の
西
端
に
位
置
し
て
い
る
。
現
在
、
人
里
に
近
い
場
所
や
林
道
沿
い
に
は
ス

ギ
を
主
と
し
た
造
林
地
や
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
二
次
林
も
見
ら
れ
る
が
、
ブ
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脇
　
野
　
　
　
博

ナ
林
が
広
大
な
地
域
を
占
め
て
い
る
の
が
白
神
山
地
の
植
生
の
最
大
の
特
色
で
あ
り
、

原
生
的
な
状
態
を
維
持
し
た
良
好
な
ブ
ナ
の
天
然
林
が
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
豊
富

な
自
然
植
生
の
も
と
、
多
様
な
動
物
も
生
息
し
て
お
り
、
か
つ
て
は
広
く
東
北
地
方
を

被
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
冷
温
帯
域
の
極
相
状
態
の
生
態
系
の
姿
を
残
し
た
山
地
と
し
て

た
い
へ
ん
貴
重
な
地
域
で
あ
る（
図
1
）。　

こ
の
よ
う
な
自
然
豊
か
な
白
神
山
地
は
国

定
公
園
地
域
等
と
し
て
保
護
さ
れ
て
き
た
が
、
一
九
九
三
年
に
は
、
多
様
な
生
物
相
を

含
ん
だ
白
神
山
地
の
ブ
ナ
林
は
、「
純
度
の
高
さ
や
す
ぐ
れ
た
原
生
状
態
の
保
存
、
動

植
物
相
の
多
様
性
で
世
界
的
に
特
異
な
森
林
で
あ
り
、
氷
河
期
以
降
の
新
し
い
ブ
ナ
林

の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
様
々
な
群
落
型
、
更
新
の
ス

テ
ー
ジ
を
示
し
つ
つ
存
在
し
て
い
る
生
態
学
的
に
進
行
中
の
プ
ロ
セ
ス
の
顕
著
な
見
本

と
な
っ
て
い
る
」
と
し
て
、
世
界
自
然
遺
産（
以
下
、
世
界
遺
産
と
称
す
）に
登
録
さ
れ

た
。
世
界
遺
産
登
録
後
の
白
神
山
地
は
一
躍
世
間
の
注
目
を
浴
び
、
青
森
県
と
秋
田
県

を
代
表
す
る
観
光
資
源
と
し
て
両
県
経
済
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
世
界
遺
産
白
神
山
地
の
ブ
ナ
林
が
世
界
的
に
有
名
に
な
り
、
白
神
山
地

と
は
鬱
蒼
と
し
た
ブ
ナ
の
原
生
林
で
被
わ
れ
た
山
地
で
あ
る
、
極
端
な
場
合
は
、
白
神

（
1
）

（
2
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山
地
は
人
の
手
つ
か
ず
の
太
古
か
ら
の
ブ
ナ
原
生
林
が
残
さ
れ
た
、
ま
さ
に
生
態
系
本

来
の
姿
が
残
さ
れ
た
聖
地
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
人
々
も
少
な
く
な
い
。
こ

う
し
た
白
神
山
地
ブ
ー
ム
と
も
言
う
べ
き
世
情
の
も
と
、
長
谷
川
成
一
氏
は
『
北
の
世

界
遺
産 

白
神
山
地
の
歴
史
学
的
研
究 

森
林
・
鉱
山
・
人
間
』
を
上
梓
し
、
こ
う
し
た

い
わ
ば
伝
説
化
し
た
白
神
山
地
の
イ
メ
ー
ジ
に
大
き
な
一
石
を
投
じ
た
。

長
谷
川
氏
は
、
主
と
し
て
青
森
県
側
の
白
神
山
地
に
つ
い
て
、
絵
図
や
文
献
に
ど
の

よ
う
に
描
か
れ
て
き
た
か
を
緻
密
に
分
析
し
、
森
林
の
植
生
や
利
用
の
実
態
を
解
明
す

る
こ
と
を
通
じ
て
、
弘
前
藩
領
の
白
神
山
地
に
は
も
と
も
と
豊
か
な
ヒ
バ
林
や
ス
ギ
林

が
あ
っ
た
が
、
近
世
後
期
に
至
る
ま
で
に
乱
伐
さ
れ
た
結
果
、
ブ
ナ
な
ど
の
広
葉
樹
を

（
3
）

図1　白神山地位置図

主
に
す
る
森
林
に
変
わ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
と
い
う
指
摘
を
行
い
、
白
神
山
地
の
ブ
ナ

林
形
成
に
関
す
る
新
た
な
事
実
を
発
掘
す
る
と
と
も
に
、
ブ
ナ
林
形
成
史
を
実
証
的
に

解
明
す
る
第
一
歩
を
し
る
さ
れ
た
。

長
谷
川
氏
に
よ
る
研
究
以
前
は
、
白
神
山
地
の
歴
史
、
特
に
前
近
代
に
つ
い
て
は
、

自
然
科
学
の
諸
分
野
で
は
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
も
の
の
、
人
文
・
社
会
科
学
分
野
に

お
い
て
は
、
木
地
師
や
ま
た
ぎ
、
あ
る
い
は
菅
江
真
澄
に
つ
い
て
の
若
干
の
民
俗
学
的

な
研
究
を
除
け
ば
、
歴
史
解
明
の
研
究
は
皆
無
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
前
近
代
の
白
神
山
地
が
ど
の
よ
う
な
森
林
で
あ
り
、
森
林
と
人
々
が
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
の
か
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
っ
た
。
長

谷
川
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
白
神
山
地
の
歴
史
解
明
の
端
緒
が
開
か
れ
た
と
は
い
え
、

白
神
山
地
の
森
林
史
解
明
に
は
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は

秋
田
県
側
の
白
神
山
地
に
つ
い
て
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
ブ
ナ
林
形
成
過
程
を

検
討
し
、
ブ
ナ
林
形
成
史
さ
ら
に
は
森
林
史
解
明
の
一
助
と
し
た
い
。

一　

近
世
の
白
神
山
地

白
神
岳
は
弘
前
藩
領
内
に
あ
っ
た
た
め
、
秋
田
藩
領
内
の
山
岳
を
描
い
た
絵
図
に

は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
白
神
岳
の
記
載
は
な
い
が
、
秋
田
藩
領
内
か
ら
見
た
白
神
岳

に
つ
い
て
は
、
天
明
三
年（
一
七
八
三
）か
ら
文
政
一
二
年（
一
八
二
九
）に
か
け
て
書
か
れ

た
菅
江
真
澄
に
よ
る
『
菅
江
真
澄
遊
覧
記
』
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
菅
江
真
澄
は
「
宇

良
乃
笛
多
幾（
ウ
ラ
ノ
フ
エ
タ
キ
）」
の
な
か
で
「
白
神
か
嶽
、
馬
背
打
山
に
ひ
き
つ
ら

な
れ
る
菅
生
の
岬
、
近
き
ハ
熊
野
の
社
、
杉
澤
の
や
か
た
な
と
廣
野
よ
り
見
渡
し
た

る
」
と
、
岩
館（
現
秋
田
県
山
本
郡
八
峰
町
）か
ら
見
た
白
神
岳
に
つ
い
て
記
す
と
と
も
に

ス
ケ
ッ
チ
も
残
し
て
お
り
、
ま
た
「
雄
賀
良
能
多
奇（
オ
ガ
ラ
ノ
タ
キ
）」
の
「
強
阪
の
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五

村
山
先
﨑
の
岡
よ
り
の
な
か
め
」
と
強
坂（
同
町
）か
ら
見
た
ス
ケ
ッ
チ
に
も
白
神
岳
が

描
か
れ
て
お
り
、
秋
田
藩
領
内
に
お
い
て
も
白
神
岳
は
「
白
神
か
嶽
」
と
し
て
広
く
知

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（
図
2
・
図
3
）。

さ
て
、
長
谷
川
氏
は
江
戸
幕
府
が
調
製
し
た
正
保
国
絵
図
の
う
ち
、
弘
前
藩
が
調
製

を
担
当
し
た
津
軽
領
の
国
絵
図
で
あ
る
正
保
二
年（
一
六
四
五
）「
陸
奥
国
津
軽
郡
之
絵

図
」（
青
森
県
立
郷
土
館
蔵
）に
、
白
神
岳
が
描
か
れ
「
し
ら
か
み
の
嶽
」
と
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
、
少
な
く
と
も
一
七
世
紀
前
半
と
い
う
近
世
の
早
い
時
期
に
白
神
岳

が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
な
お
、
同
絵
図
に
は
白
神
岳
の
他
に
、
現
在

の
青
森
県
側
白
神
山
地
に
相
当
す
る
山
々
に
つ
い
て
も
山
岳
名
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の

も
あ
る
。
ま
た
、
長
谷
川
氏
は
同
絵
図
に
描
か
れ
て
い
る
樹
木
の
絵
か
ら
当
時
の
植
生

を
復
元
・
分
析
さ
れ
、
一
七
世
紀
前
半
に
お
け
る
弘
前
藩
領
の
白
神
山
地
の
樹
種
の
特

徴
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
。

一
方
、
正
保
国
絵
図
の
う
ち
正
保
四
年（
一
六
四
七
）「
出
羽
一
国
御
絵
図
」（
秋
田
県
公

文
書
館
蔵
）に
も
秋
田
藩
領
に
属
す
る
白
神
山
地
に
相
当
す
る
山
々
が
描
か
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
長
谷
川
氏
の
見
解
を
踏
ま
え
て
、
秋
田
県
側
の
白
神
山
地
に
お
け
る
近
世
期

の
森
林
状
況
に
つ
い
て
考
察
す
る（
図
4
）。
な
お
、
考
察
に
際
し
て
は
、
白
神
山
地
の

う
ち
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
地
域（
以
下
、
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
と
称
す
）を
対
象

に
す
る
。二　

絵
図
か
ら
見
た
秋
田
藩
白
神
山
地

「
出
羽
一
国
御
絵
図
」（
以
下
、
正
保
国
絵
図
と
称
す
）で
描
か
れ
て
い
る
白
神
山
地
に
相

当
す
る
山
々
に
は
山
岳
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
ま
ず
山
岳
名
を
特
定
し
て
白
神

山
地
世
界
遺
産
地
域
の
範
囲
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
天
保
九
年

（
一
八
三
八
）「
天
保
国
絵
図　

出
羽
国（
秋
田
領
）」（
国
立
公
文
書
館
蔵
。
以
下
、
天
保
国
絵

図
と
称
す
）を
利
用
す
る
。
天
保
国
絵
図
で
は
、
陸
奥
国
津
軽
領（
弘
前
藩
領
）と
の
境
界

に
位
置
す
る
山
々
の
な
か
に
は
山
岳
名
が
記
載
さ
れ
た
山
が
あ
り
、
白
神
山
地
に
含
ま

れ
る
山
々
の
山
岳
名
は
西
か
ら
順
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
津
軽
領
と

の
境
界
は
現
在
の
秋
田
県
と
青
森
県
と
の
境
界
で
も
あ
る
の
で
、
方
位
は
津
軽
領
側
が

北
に
な
る
。

長
坂
長
根
、
池
の
臺
山
、
国
見
峠
、
森
山
、
ま
せ
山
、
か
う
た
く
れ
山
、
雁
森
、

無
名
山
、
小
嶽
、
白
嶽
、
無
名
山
、
物
見
山

さ
て
、
こ
の
藩
境
の
南
側
に
秋
田
県
側
の
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
が
あ
る
が
、
こ

の
山
岳
名
か
ら
だ
け
で
は
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
の
範
囲
を
特
定
す
る
こ
と
が
難
し

い
た
め
、
当
該
地
域
の
詳
細
な
山
岳
名
と
沢
名
が
記
さ
れ
た
享
保
一
〇
年（
一
七
二
五
）

「
山
本
郡
絵
図
」（
秋
田
県
公
文
書
館
蔵
）を
用
い
た
い
。
山
本
郡
は
津
軽
領
と
接
し
て
お

り
、
同
絵
図
の
津
軽
領
と
の
境
界
に
あ
る
山
と
沢
の
名
称
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
同
絵
図
と
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
を
示
し
た
「
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域

管
理
区
分
図
」（
以
下
、
管
理
区
分
図
と
称
す
）を
照
合
す
る
。
ま
た
、
世
界
遺
産
地
域
は

「
核
心
地
域
」
と
「
緩
衝
地
域
」
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
「
緩
衝
地
域
」
も

含
め
て
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
と
す
る
。
管
理
区
分
図
の
秋
田
県
側
世
界
遺
産
地
域

に
お
い
て
は
、
西
の
ほ
う
か
ら
世
界
遺
産
地
域
の
境
界
線
付
近
に
次
の
山
岳
名
が
記
さ

れ
て
い
る
。

真
瀬
岳
、
二
ッ
森
、
次
郎
左
衞
門
岳
、
焼
山
、
長
場
内
岳
、
小
岳

こ
れ
ら
の
山
岳
名
に
つ
い
て
、
山
本
郡
絵
図
に
記
さ
れ
た
同
名
の
山
岳
名
は
、「
ま

せ
山
」、「
小
嶽
」、「
ヲ
サ
ハ
内
山
」
で
あ
る
。
ま
た
、
二
ッ
森
に
つ
い
て
は
同
名
の
山

は
な
い
が
、
管
理
区
分
図
は
国
土
地
理
院
発
行
の
五
万
分
の
一
地
形
図
を
使
用
し
て
お

り
、
同
じ
地
形
図
で
確
認
す
る
と
、
二
ッ
森（
一
〇
八
六
・
五
メ
ー
ト
ル
）の
南
側
斜
面
に

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
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）

（
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）

（
13
）

（
14
）
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は
三
蓋
沢
が
あ
る
。
こ
の
三
蓋
沢
に
つ
い
て
は
、
山
本
郡
絵
図
に
も
「
中
ノ
森
」
山
の

南
斜
面
に
「
三
階
瀧
沢
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
蓋
沢
と
三
階
瀧
沢
は
同
じ
沢
で
あ
る

と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
管
理
区
分
図
の
二
ッ
森
と
山
本
郡
絵
図
の
「
中

ノ
森
」
山
は
同
じ
山
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
管
理
区
分
図
の
二
ッ

森
は
、
山
本
郡
絵
図
の
「
中
ノ
森
」
に
相
当
す
る
。
以
上
の
こ
と
を
整
理
す
る
と
、
管

理
区
分
図
に
記
さ
れ
た
山
岳
名
に
該
当
す
る
山
本
郡
絵
図
の
山
岳
名
は
次
の
よ
う
で
あ

る（
括
弧
内
は
管
理
区
分
図
の
山
岳
名
）。

ま
せ
山（
真
瀬
岳
）、
中
ノ
森（
二
ッ
森
）、
小
嶽（
小
岳
）、
ヲ
サ
ハ
内
山（
長
場
内
岳
）

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
山
岳
名
を
手
が
か
り
に
、
山
本
郡
絵
図
に
管
理
区
分
図
を
重
ね

た
図
が
図
5
で
、
緑
の
枠
線
内（
枠
線
内
で
緑
色
に
塗
ら
れ
た
部
分
が
「
核
心
地
域
」
で
、
そ

の
外
側
が
「
緩
衝
地
域
」
で
あ
る
）が
秋
田
県
側
世
界
遺
産
区
域
で
あ
る（
口
絵
1
参
照
）。

両
図
は
そ
れ
ぞ
れ
縮
尺
も
ふ
く
め
正
確
さ
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
本
来
単
純

に
照
合
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
秋
田
県
側
の
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域

が
近
世
の
山
絵
図
で
は
お
お
よ
そ
ど
れ
ぐ
ら
い
の
範
囲
に
相
当
す
る
の
か
を
便
宜
的
に

知
る
た
め
の
手
が
か
り
と
し
て
図
5
を
用
い
る
。

図
5
に
よ
れ
ば
、
山
本
郡
絵
図
に
お
け
る
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
の
範
囲
は
、
津

軽
領
と
の
藩
境
で
は
西
側
か
ら
「
こ
う
た
く
れ
山
」、「
中
ノ
森
」、「
ヲ
ツ
ト
森
」、「
三

笠
山
」、「
雁
森
」、「
イ
リ
山
」、「
小
嶽
」
で
、
秋
田
藩
領
内
は
南
側
の
「
ヲ
サ
ハ
内
山
」

と
「
小
倉
山
」
付
近
ま
で
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
山
本
郡
絵
図
に
お
い
て
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
の
範
囲
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
次
に
天
保
国
絵
図
に
お
け
る
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
の
範

囲
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
山
本
郡
絵
図
の
藩
境
に
あ
る「
こ
う
た
く
れ
山
」、「
中
ノ
森
」、

「
ヲ
ツ
ト
森
」、「
三
笠
山
」、「
雁
森
」、「
イ
リ
山
」、「
小
嶽
」
は
、
天
保
国
絵
図
の
藩

境
に
あ
る
「
か
う
た
く
れ
山
」、「
雁
森
」、「
無
名
山
」、「
小
嶽
」
に
該
当
す
る
。
し
か

図2　岩館から見た白神岳

図3　強坂から見た白神岳
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し
、
天
保
国
絵
図
で
は
藩
境
以
外
の
山
岳
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
山
本
郡
絵
図

の
「
ヲ
サ
ハ
内
山
」
と
「
小
倉
山
」
付
近
に
該
当
す
る
場
所
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
そ
こ
で
、
天
保
国
絵
図
に
お
い
て
「
ヲ
サ
ハ
内
山
」
と
「
小
倉
山
」
に
該
当
す

る
場
所
を
次
の
方
法
で
特
定
し
て
お
こ
う
。

山
本
郡
絵
図
で
は
「
こ
う
た
く
れ
山
」
は
藤
琴
川
の
上
流
に
あ
り
、
藤
琴
川
の
下
流

に
あ
る
藤
琴
村
と
粕
毛
村
の
少
し
上
流
に
「
ヲ
サ
ハ
内
山
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
天
保
国
絵
図
に
描
か
れ
た
河
川
と
村
名
か
ら
「
ヲ
サ
ハ
内
山
」
と
そ
の
対
面
に
あ

る
「
小
倉
山
」
の
位
置
を
特
定
し
た
。
こ
う
し
て
、
天
保
国
絵
図
に
お
け
る
白
神
山
地

世
界
遺
産
地
域
の
範
囲
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
同
絵
図
を
用
い
て
正

保
国
絵
図
に
お
け
る
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
の
範
囲
を
特
定
し
た
い
。

ま
ず
、
正
保
国
絵
図
と
天
保
国
絵
図
を
比
較
す
る
と
、
両
者
で
は
河
川
の
位
置
や
形

が
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
河
川
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
天
保
国
絵
図
の

白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
範
囲
を
示
す
「
か
う
た
く
れ
山
」、「
小
嶽
」、「
ヲ
サ
ハ
内

山
」
の
位
置
を
正
保
国
絵
図
に
お
い
て
特
定
し
た
。
そ
の
上
で
、
正
保
国
絵
図
に
管
理

区
分
図
を
重
ね
た
図
が
図
6
で
あ
る
。

次
に
、
図
6
の
正
保
国
絵
図
に
お
け
る
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
の
植
生
を
見
て
お

図4　正保4年「出羽一国御絵図」
（注）絵図上方の「北」と記してあるところは津軽領（弘前藩領）である。
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き
た
い
。
図
7
に
は
、
正
保
国
絵
図
の
「
か
う
た
く
れ
山
」
〜
「
小
嶽
」
付
近
の
樹
木

を
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
広
葉
樹
と
思
わ
れ
る
樹
木
の
他
に
、
明
ら
か
に
ス
ギ
な

ど
の
針
葉
樹
と
思
わ
れ
る
樹
木
が
多
く
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
図
8
に
示
し
た
天
保

国
絵
図
で
も
広
葉
樹
と
針
葉
樹
と
思
わ
れ
る
樹
木
が
描
か
れ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
近
世
期
の
秋
田
県
側
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
に
は
、
広
葉
樹

ば
か
り
で
は
な
く
、
多
く
の
針
葉
樹
も
生
え
て
お
り
、
世
界
遺
産
地
域
の
森
林
は
針
葉

樹
と
広
葉
樹
の
混
淆
林
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

三　

秋
田
国
有
林
と
白
神
山
地

秋
田
藩
領
内
の
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
の
森
林
は
、
明
治
維
新
以
降
は
官
林（
国

有
林
）に
編
入
さ
れ
た
。「
秋
田
県
山
本
郡
官
林
図
」（
秋
田
県
公
文
書
館
蔵
）の
な
か
の
「
山

本
郡
粕
毛
村
字
粕
毛
沢
官
林
調
査
之
図
」（
図
9
）は
作
成
年
代
は
不
詳
で
あ
る
が
、
明

治
九
年（
一
八
七
六
）に
官
林
調
査
仮
条
例
が
制
定
さ
れ
、
官
林
の
所
在
、
面
積
、
林
相

な
ど
が
調
査
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
明
治
の
中
頃
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
官
林
図
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
粕
毛
村
に
設
け
ら
れ
た
官
林
に
は
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域

が
含
ま
れ
て
お
り
、
近
代
以
降
の
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
の
森
林
は
官
林
経
営
と
の

関
わ
り
で
形
成
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

例
え
ば
、
輪
伐
計
画
の
対
象
に
な
っ
た
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
に
隣
接
す
る
粕
毛

村
の
官
林
に
つ
い
て
、
明
治
六
年（
一
八
七
三
）「
能
代
川
上
官
林
輪
伐
区
域
一
覧
概
表
」

（
旧
秋
田
営
林
局
蔵
）に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

百
九
号

　
　
　

同
国
同
郡（
羽
後
国
山
本
郡
）粕
毛
村
官
林

字
夏
瀬
内
沢
上
一
通
リ
ヨ
リ
大
開
沢
迠

図5　山本郡絵図と白神山地世界遺産地域
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図6　正保国絵図と白神山地世界遺産地域

図7　正保国絵図「かうたくれ山」〜「小嶽」付近の樹木

図8　天保国絵図「かうたくれ山」〜「小嶽」付近の樹木
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五
〇

境
界　

東　

東
又
沢　
　
　
　
　

南　

ア
ケ
ノ
沢

　
　
　

西　

大
川
目
通　
　
　
　

北　

一
ノ
又

反
別　

四
百
三
拾
弐
町
歩

杉　

三
尺
以
上
一
万
五
千
本

　
　

四
尺
以
上
一
万
本　
　
　

六
尺
以
上
二
千
本

地
勢　

嶮
岨

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
三
尺（
直
径
約
九
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）以
上
の
ス
ギ
が
合
計
二
万

七
〇
〇
〇
本
生
育
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
明
治
の
早
い
時
期
に
お
い
て
、
白
神
山

地
世
界
遺
産
地
域
に
隣
接
す
る
森
林
に
は
大
き
な
ス
ギ
が
多
数
存
在
し
た
こ
と
を
確
認

で
き
る
。

さ
て
、
明
治
三
〇
年（
一
八
九
七
）の
第
一
次
森
林
法
制
定
、
同
三
二
年
の
国
有
林
野

法
制
定
に
よ
り
国
有
林
経
営
体
制
が
成
立
し
、
同
年
か
ら
一
六
カ
年
間
に
わ
た
る
国
有

林
野
特
別
経
営
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。
国
有
林
に
お
け
る
木
材
増
産
事
業
の
国
家
的
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
特
別
経
営
事
業
は
、
国
有
林
野
施
業
案
編
成
規
程
に
基
づ
い
て
編

成
さ
れ
た
施
業
案
に
即
し
て
実
施
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
国
有
林
経
営
推
進
の
も
と
で
、

粕
毛
村
の
国
有
林
に
も
大
開
事
業
区
が
設
け
ら
れ
た
。

明
治
四
〇
年（
一
九
〇
七
）「
秋
田
大
林
区
荷
上
場
小
林
区
大
開
事
業
区
簡
易
施
業
按

説
明
書
」（
旧
秋
田
営
林
局
蔵
）は
、
大
開
事
業
区
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　

総
論

本
事
業
区
ハ
羽
後
国
山
本
郡
粕
毛
村
ニ
ア
リ
テ
、
秋
田
大
林
区
荷
上
場
小
林
区
ニ

属
ス
。
総
面
積
二
千
八
十
五
町
七
反
九
畝
歩
ニ
シ
テ
、
藤
琴
川
ノ
支
流
粕
毛
川
ノ

水
源
ヲ
ナ
セ
ル
鹿
瀬
内
沢
国
有
林
ノ
下
部
ヲ
占
ム
。
其
ノ
上
部
ハ
青
森
県
界
ニ
連

リ
、
人
跡
稀
ナ
ル
大
面
積
ノ
雑
木
林
ニ
シ
テ
、
現
今
未
利
用
区
域
ニ
属
ス
。
東
ハ

藤
琴
事
業
区
ニ
接
シ
、
北
ハ
藤
琴
・
鹿
瀬
内
、
両
国
有
林
ニ
隣
シ
、
南
ハ
民
山
ニ

図9　山本郡粕毛村字粕毛沢官林調査之図



秋
田
藩
領
白
神
山
地
と
秋
田
国
有
林

五
一

連
ル
内
ニ
大
開
ト
称
ス
ル
所
、
部
落
ア
ル
ヲ
以
テ
、
大
開
事
業
区
ト
命
名
セ
リ
。

面
積
ハ
小
ナ
リ
ト
雖
モ
、
割
合
ニ
杉
蓄
積
ニ
冨
ム
ヲ
以
テ
、
優
ニ
独
立
ノ
経
営
ヲ

行
フ
ニ
足
ル
。

同
事
業
区
は
「
総
面
積
二
千
八
十
五
町
七
反
九
畝
歩
ニ
シ
テ
、（
中
略
）人
跡
稀
ナ
ル

大
面
積
ノ
雑
木
林
ニ
シ
テ
、
現
今
未
利
用
区
域
ニ
属
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、
藤
琴
川
支

流
の
粕
毛
川
流
域
に
位
置
し
、
総
面
積
二
〇
八
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
と
い
う
広
大
な
未
開

発
林
で
あ
っ
た
。
な
お
、
大
開
と
称
す
る
部
落
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

大
開
村
が
あ
り
「
昭
和
十
年
度
第
三
次
検
訂　

大
開
事
業
区
施
業
案
説
明
書
」（
旧
秋
田

営
林
局
蔵
）に
よ
れ
ば
、
昭
和
一
〇
年（
一
九
三
五
）の
戸
数
は
一
二
戸
で
あ
っ
た
が
、
昭

和
四
五
年（
一
九
七
〇
）に
完
成
し
た
素
波
里
ダ
ム
に
よ
り
大
開
集
落
は
水
没
し
た
。

ま
た
、
昭
和
二
四
年（
一
九
四
九
）の
「
第
五
次
検
訂　

大
開
事
業
区
経
営
案
説
明
書
」

（
旧
秋
田
営
林
局
蔵
）に
掲
載
さ
れ
た
大
開
事
業
区
位
置
図（
図
10
）か
ら
は
、
同
事
業
に
白

神
山
地
世
界
遺
産
地
域
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、「
昭
和
十
年
度
第

三
次
検
訂　

大
開
事
業
区
施
業
案
説
明
書
」（
旧
秋
田
営
林
局
蔵
）に
よ
れ
ば
、
同
事
業
区

内
の
林
班
の
境
界
に
つ
い
て
山
岳
名
と
海
抜
、
水
源
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
白
神
山

地
世
界
遺
産
地
域
に
関
わ
る
林
班
に
つ
い
て
山
岳
名
と
水
源
を
次
に
示
し
て
お
く
。

二
三
林
班　
　
　
　
　

二
ッ
森
、
三
階
瀧
沢
の
水
源

二
三
・
二
四
林
班　
　

雁
森
岳
、
上
・
下
雁
森
沢
の
水
源

二
四
・
二
五
林
班　
　

小
岳
、
東
又
沢
・
小
東
又
沢
の
水
源

二
九
林
班　
　
　
　
　

次
郎
左
衞
門
嶽
、
一
ノ
又
沢
の
水
源

二
九
林
班　
　
　
　
　

焼
山
、
一
ノ
又
沢
の
水
源

三
〇
・
三
二
林
班　
　

長
場
内
嶽
、
長
場
内
沢
の
水
源

次
に
同
事
業
区
の
樹
種
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。
明
治
四
〇
年（
一
九
〇
七
）「
秋

田
大
林
区
荷
上
場
小
林
区
大
開
事
業
区
簡
易
施
業
按
説
明
書
」（
旧
秋
田
営
林
局
蔵
）に
は

林
相
と
樹
種
別
の
面
積
・
蓄
積
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

【
林
相
】

林
相
ヲ
見
ル
ニ
、
杉
純
林
、
杉
雑
混
淆
林
及
雑
木
林
ノ
三
ツ
ヲ
以
テ
形
成
セ
ラ

レ
、
前
二
者
殆
ン
ド
其
多
ヲ
占
ム
。
狼
之
介
沢
下
流
粕
毛
川
ノ
東
側
ハ
杉
純
林
ニ

シ
テ
、
前
述
ノ
如
ク
地
勢
急
峻
ナ
ラ
ズ
、
林
木
ノ
生
長
頗
ル
可
ア
ル
ヲ
見
ル
。
殊

ニ
大
開
沢
ヲ
以
テ
最
ナ
リ
ト
ス
。
右
ニ
沿
ッ
テ
上
流
即
チ
狼
之
介
沢
以
北
小
倉
沢

ニ
至
ル
迄
ハ
、
杉
八
分
、
雑
木
二
分
ノ
混
淆
林
ニ
シ
テ
、
雑
木
ハ
主
ト
シ
テ
巨
大

ナ
ル
山
毛
欅
ナ
リ
。
内
川
ノ
北
側
及
粕
毛
川
本
流
ノ
西
側
ハ
、
何
レ
モ
山
毛
欅
ノ

中
ニ
杉
ノ
点
在
セ
ハ
、
一
帯
ノ
雑
木
林
ニ
シ
テ
唯
ダ
駒
ヶ
岳
ノ
頂
ニ
至
レ
バ
灌
木

及
小
笹
ノ
生
茂
セ
ル
ア
ル
ノ
ミ
。

【
面
積
・
蓄
積
】

又
立
木
地
ヲ
林
種
別
ニ
示
セ
バ
、
左
ノ
如
シ
。

杉
純
林　

老
林　
　

二
百
三
十
八
町
三
反
二
畝
歩

　
　
　
　

幼
林　
　

ナ
シ

杉
雑
木
混
淆
林　
　

千
四
百
三
十
四
町
五
反
八
畝
歩

雑
木
林　
　
　
　
　
　

三
百
二
十
九
町
八
反
二
畝
歩

　

計　
　
　
　
　

二
千
二
町
七
反
二
畝
歩

　

更
ニ
蓄
積
ヲ
示
セ
バ
、
左
ノ
如
シ
。

杉　
　
　
　

五
十
九
万
六
千
二
十
八
尺
〆

雑
木　
　
　

四
十
一
万
一
千
百
尺
〆

　

計　
　

百
万
七
千
百
二
十
八
尺
〆

＊
筆
者
注
：
山
毛
欅
…
ブ
ナ

尺
〆
＝
一
尺
角
で
長
さ
が
二
間
の
材
木
の
体
積
、
約
〇
・
三
三



秋
田
藩
領
白
神
山
地
と
秋
田
国
有
林

五
二

立
方
メ
ー
ト
ル

林
相
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

①
ス
ギ
純
林
、
ス
ギ
・
雑
木
の
混
淆
林
、
雑
木
林
の
三
種
類
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ス

ギ
純
林
と
ス
ギ
・
雑
木
の
混
淆
林
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。

②
狼
之
介
沢
下
流
の
粕
毛
川
東
側
は
ス
ギ
純
林
で
、
成
長
が
た
い
へ
ん
よ
く
、
大
開
沢

が
最
も
よ
い

③
狼
之
介
沢
以
北
の
小
倉
沢
ま
で
は
、
ス
ギ
が
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
雑
木
が
二
〇
パ
ー

セ
ン
ト
の
混
淆
林
で
、
雑
木
は
主
と
し
て
巨
大
な
ブ
ナ
で
あ
る
。

④
内
川
の
北
側
と
粕
毛
川
本
流
の
西
側
は
、
ブ
ナ
の
な
か
に
ス
ギ
が
点
在
し
て
い
る
。

大
開
事
業
区
の
樹
種
は
、
ス
ギ
と
雑
木
で
蓄
積
量
か
ら
見
る
と
、
ス
ギ
が
六
〇
パ
ー

セ
ン
ト
、
雑
木
が
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
雑
木
が
主
と
し
て
巨
大
な
ブ

ナ
の
場
所
も
あ
っ
た
。

図10　大開事業区位置図



秋
田
藩
領
白
神
山
地
と
秋
田
国
有
林

五
三

一
方
、
大
正
一
五
年（
一
九
二
六
）「
大
開
事
業
区
施
業
案
説
明
書
」（
旧
秋
田
営
林
局
蔵
）

の
樹
種
別
蓄
積
表
に
よ
れ
ば
、
潤
葉
樹（
広
葉
樹
）の
総
蓄
積
量
は
一
六
一
万
四
〇
七
九

立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の
う
ち
ブ
ナ
が
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
一
二
二
万
四
四
一
七

立
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
説
明
書
の
「
老
齢
林
林
齢
」
に
よ
れ
ば
、
樹
齢

の
多
く
は
約
三
〇
年
か
ら
二
〇
〇
年
以
上
で
平
均
一
〇
〇
年
前
後
で
あ
り
、
粕
毛
川
上

流
に
は
最
高
樹
齢
二
六
〇
年
と
推
定
で
き
る
ブ
ナ
が
あ
っ
た
。
な
お
、
大
正
六
年

（
一
九
一
七
）「
秋
田
大
林
区
荷
上
場
小
林
区
大
開
事
業
区　

検
訂
施
業
案
説
明
書
」（
旧

秋
田
営
林
局
蔵
）に
よ
れ
ば
、
雑
木
の
な
か
で
有
用
樹
種
と
さ
れ
て
い
た
の
は
、
と
ち
、

か
つ
ら
、
い
た
や
か
へ
で
、
さ
は
く
る
み
、
け
や
き
、
ほ
ほ（
朴
）、
こ
し
あ
ぶ
ら
、
は

り
き
り
、
お
ほ
な
ら（
大
楢
）で
、
ブ
ナ
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

お　

わ　

り　

に

以
上
、
秋
田
県
側
の
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
は
、
秋
田
藩
政
時
代
の
一
七
世
紀
半

ば
に
は
ス
ギ
と
広
葉
樹
で
あ
る
雑
木
が
生
育
し
て
お
り
、
そ
の
状
態
は
明
治
維
新
以
降

も
続
い
て
き
た
。
大
開
事
業
区
の
森
林
の
成
立
に
つ
い
て
は
、「
現
存
ス
ル
老
齢
林
ハ

皆
天
然
林
ニ
シ
テ
、
大
部
分
ハ
古
ヨ
リ
斧
鉞
ノ
入
リ
タ
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
、
立
地
関
係
ノ

錯
綜
セ
ル
ト
相
俟
テ
、
相
著
シ
ク
錯
雑
セ
リ
」、「
現
ニ
ス
ギ
ノ
混
生
ス
ル
林
地
ハ
旧
藩

時
代
特
別
ノ
取
扱
ヲ
受
ケ
、
其
他
ハ
不
便
ナ
ル
地
域
ナ
ル
ヲ
以
テ
薪
炭
山
ト
シ
テ
利
用

セ
ル
結
果
ニ
因
ル
ヲ
思
ハ
シ
ム
ル
モ
ノ
ア
リ
」
と
、
藩
政
時
か
ら
森
林
が
利
用
さ
れ
て

き
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
文
政
五

年（
一
八
二
二
）一
〇
月
「
能
代
川
上
御
直
山
事
蹟
書
凡
例
」（
秋
田
県
庁
旧
蔵
古
文
書
、
秋

田
県
公
文
書
館
蔵
）に
次
の
記
述
が
あ
り
、
粕
毛
村
に
は
秋
田
藩
直
轄
林
で
あ
る
御
直
山

が
設
け
ら
れ
、
一
八
世
紀
半
ば
に
青
木（
ス
ギ
等
の
針
葉
樹
）は
伐
採
禁
止
に
な
っ
た
こ

（
15
）

と
、
雑
木（
広
葉
樹
）は
入
会
利
用
が
許
可
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

粕
毛
村
之
内
鹿
瀬
内
沢
青
木
留
置
候
、
其
外
御
留
木
下
枝
た
り
共
不
可
伐
取
、
雑

木
斧
伐
𨦻
剪
村
々
入
会
伐
取
候
儀
可
為
免
許
者
也

　

元
文
五
年
四
月
日　
　
　
　

宇
都
宮
帯
刀

粕
毛
村
下
り
沢
之
内
金
喰
沢
よ
り
嘉
左
衞
門
沢
迠
東
平
通
嶺
限
、
小
沢
共
青
木
留

置
之
間
、
下
枝
た
り
共
不
可
伐
取
も
の
也

　

寛
保
元
年
五
月
日　
　
　
　

山
方
内
匠

ス
ギ
は
秋
田
藩
の
木
材
生
産
の
中
核
樹
種
で
あ
り
、
近
世
初
頭
か
ら
盛
ん
に
伐
採
さ

れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
白
神
山
地
に
お
い
て
も
ス
ギ
の
伐
採
が
行
わ
れ
て
き
た
と
考
え

ら
れ
る
。
他
方
、
秋
田
藩
で
は
雑
木
は
主
と
し
て
薪
炭
と
し
て
盛
ん
に
利
用
さ
れ
て
き

た
こ
と
か
ら
、
白
神
山
地
の
雑
木
も
薪
炭
材
と
し
て
伐
採
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
近
代
の
国
有
林
で
の
ス
ギ
と
ブ
ナ
を
主
と
す
る
雑
木
か
ら
な
る
森

林
は
、
こ
う
し
た
近
世
の
森
林
利
用
の
結
果
と
し
て
出
来
上
が
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
現
在
の
秋
田
県
側
の
白
神
山
地
の
ブ
ナ
林
は
、
近
世
期
以
来
の

当
該
森
林
に
お
け
る
森
林
利
用
が
生
み
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

註（
1
）　

出
典
：
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w

.env.go.jp/nature/isan/w
orldheritage/

japanese/shirakam
i/data.htm

l

）。

（
2
）　

環
境
省
第
一
回
「
世
界
自
然
遺
産
候
補
地
に
関
す
る
検
討
会
」（
二
〇
〇
三
年
三
月
三
日
）

「
資
料
六　

日
本
の
自
然
遺
産（
屋
久
島
、
白
神
山
地
）に
つ
い
て
」。

（
3
）　

清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
四
年
一
月
。
な
お
、
長
谷
川
成
一
氏
の
個
別
論
文
に
は
次
の
も
の

が
あ
る
。「
国
絵
図
等
の
資
料
に
見
え
る
江
戸
時
代
の
白
神
山
地
」『
白
神
研
究
』
創
刊
号
、
弘

前
大
学
白
神
研
究
会
、
二
〇
〇
四
年
。「
弘
前
藩
の
史
料
に
見
え
る
白
神
山
地
」『
白
神
研
究
』



秋
田
藩
領
白
神
山
地
と
秋
田
国
有
林

五
四

第
二
号
、
弘
前
大
学
白
神
研
究
会
、
二
〇
〇
五
年
。「
近
世
後
期
の
白
神
山
地
─
山
林
統
制
と

天
明
飢
饉
を
中
心
に
─
」（『
白
神
研
究
』
第
三
号
、
弘
前
大
学
白
神
研
究
会
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
4
）　
『
菅
江
真
澄
遊
覧
記
』（
秋
田
県
立
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
）。

（
5
）　

同
前
。

（
6
）　

本
絵
図
は
、
弘
前
藩
が
正
保
二
年（
一
六
四
五
）に
幕
府
に
提
出
し
た
正
保
国
絵
図
の
控
図

を
、
貞
享
二
年（
一
六
八
五
）に
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
幕
府
に
納
め
ら
れ
た
全
国
各
地

の
正
保
国
絵
図
の
正
本
は
明
暦
三
年（
一
六
五
七
）の
明
暦
の
大
火
な
ど
に
よ
り
失
わ
れ
、
現
存

し
て
い
な
い
。

（
7
）　

注（
3
）に
同
じ
。

（
8
）　

過
去
の
植
生
復
元
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
盛
ん
に
研
究
さ
れ
て
き
た
。
小
椋
純
一
『
絵

図
か
ら
読
み
解
く
人
と
景
観
の
歴
史
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
二
年
）、
小
椋
純
一
『
植
生
か

ら
よ
む
日
本
人
の
く
ら
し
─
明
治
期
を
中
心
に
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
六
年
）、
水
本
邦
彦

『
草
山
の
語
る
近
世
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）、
小
椋
純
一
『
森
と
草
原
の
歴
史
─
日
本

の
植
生
景
観
は
ど
の
よ
う
に
移
り
変
わ
っ
て
き
た
の
か
』（
古
今
書
院
、
二
〇
一
二
年
）な
ど
。

（
9
）　

出
羽
国
の
絵
図
を
作
成
し
た
の
は
秋
田
藩
で
、
幕
府
へ
の
提
出
分
の
ほ
か
に
も
う
一
つ
作

成
し
、江
戸
藩
邸
で
保
存
し
た
。
秋
田
県
公
文
書
館
蔵
の
絵
図
は
藩
邸
保
存
分
の
も
の
で
あ
る
。

絵
図
の
作
成
に
あ
た
っ
た
絵
師
は
狩
野
定
信
と
い
わ
れ
、
出
羽
国
全
体（
現
在
の
秋
田
県
の
大

部
分
と
山
形
県
）が
極
彩
色
で
描
か
れ
て
い
る
。
山
・
川
・
国
郡
境
・
城
下
町
・
村
名
・
村

高
・
道
路
・
一
里
塚
や
、
各
大
名
の
知
行
高
が
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
大
き
さ
一
二
二
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
五
三
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

（
10
）　

天
保
六
年（
一
八
三
五
）に
作
成
が
命
じ
ら
れ
、
同
保
九
年
に
完
成
し
た
。
縮
率
・
描
法
等

は
元
禄
図
と
同
様
で
、
一
里
を
六
寸
と
す
る
縮
尺（
約
二
一
六
〇
〇
分
の
一
）で
あ
る
。
郡
別
に

色
分
け
さ
れ
た
楕
円
形
の
枠
内
に
は
村
名
と
石
高
が
、
白
四
角
で
示
さ
れ
た
城
下
町
に
は
地

名
と
城
主
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
各
絵
図
の
一
隅
に
は
、
郡
ご
と
の
色
分
け
・
石
高(

こ

く
だ
か)

・
村
数
を
列
挙
し
た
凡
例
が
記
さ
れ
、
最
後
に
国
絵
図
の
作
成
に
関
係
し
た
勘
定
奉

行
・
勘
定
吟
味
役
・
目
付
の
氏
名
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
原
図
サ
イ
ズ
：
東
西
五
八
二
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
×
南
北
七
〇
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

（
11
）　

白
神
山
地
は
、
北
は
岩
木
川
水
系
上
流
諸
河
川
な
ら
び
に
中
村
川
、
赤
石
川
、
追
良
瀬
な

ど
、
南
は
米
代
川
水
系
諸
河
川
の
流
域
で
、
青
森
県
の
鰺
ヶ
沢
町
、
深
浦
町
、
西
目
屋
村
、
秋

田
県
の
藤
里
町
に
ま
た
が
っ
た
東
西
約
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
最
大
約
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
及
ぶ
山
地
で
あ
る
。
一
九
五
四
年
発
行
国
土
地
理
院
地
勢
図
で
白
神
山
地
の
名
称
が
使
わ

れ
、
世
界
遺
産
登
録
以
前
に
は
弘
西
山
地
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。

（
12
）　

こ
れ
ら
の
山
岳
名
に
つ
い
て
は
、
津
軽
領
で
の
名
称
も
記
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）　

環
境
省
・
林
野
庁
・
文
化
庁
・
青
森
県
・
秋
田
県
「
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
管
理
計
画
」

（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
）の
図
2
。

（
14
）　

世
界
遺
産
地
域
は
、
特
に
す
ぐ
れ
た
自
然
環
境
で
ほ
と
ん
ど
人
間
が
手
を
加
え
て
い
な
い

核
心
地
域（
コ
ア
ゾ
ー
ン
）と
、
核
心
地
域
の
周
辺
部
の
緩
衝
帯
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
緩
衝

地
域（
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
）に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）　

大
正
一
五
年（
一
九
二
六
）「
大
開
事
業
区
施
業
案
説
明
書
」（
旧
秋
田
営
林
局
蔵
）。


